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概要

当院１階の非常階段の扉は、救急外来へ通じる廊下に面して開閉する。スタッフが、非常階段から廊下へ出る際、扉

を開け、廊下を歩いていた患者へ扉が当たり、転倒した。

要因

非常階段の扉は、建築基準法・消防法における構造上、廊下に面して開閉する。 非常階段側から、廊下に歩行者が

いるか分からない。 廊下側から、非常階段の扉が開くことが分からない。 防火扉であり重量があるため、衝突する

と衝撃が大きい。 救急外来へ通じる廊下であり、通行量が多い。

対策

①扉につけるお知らせライトを設置 廊下側へ、ライトが点灯すると扉が開くかもしれないことを知らせる。階段側

へ、ライトが点灯すると扉の向こうに人がいることを知らせる。特に通行量が多いこの扉ともう1カ所に設置した。

②階段側の扉へ、扉を開く際に注意するようポスターを掲示 。院内にある廊下に面して開閉する扉にはすべてポス

ターを掲示した。

③廊下に扉の開閉範囲を明示
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